
　
こ
ん
に
ち
は
、
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
の
豊
田
で
す
。

私
は
、
平
成
19
年
４
月
に
文
化
財
担
当
の
職
員
と
し
て

採
用
さ
れ
、
早
い
も
の
で
、
今
年
で
18
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

主
な
仕
事
と
し
て
は
、
市
内
の
指
定
文
化
財
の
保
護

業
務
、
鳥
羽
の
歴
史
資
料
の
調
査
の
ほ
か
、
海
の
博
物
館

を
は
じ
め
と
す
る
展
示
施
設
の
運
営
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
は
市
内
の
小
学
生
を
対
象
に
し
た
、
郷
土

学
習「
と
ば
っ
こ
検
定
」の
実
施
や
出
前
授
業
な
ど
に
も

取
り
組
ん
で
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
教
育
事
業
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
手
が
け
た
事
業
と
し
て
は
、
伊
良
子
清
白

の
家
の
移
築
公
開
や
旧
広
野
邸（
現
鳥
羽
大
庄
屋
か
ど
や
）

の
改
修
・
公
開
、
旧
鳥
羽
小
学
校
の
改
修
、
鳥
羽
城
跡
の

発
掘
調
査
・
周
辺
整
備
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
海
女
や
菅

島
灯
台
の
国
の
文
化
財
指
定
、
海
女
文
化
の
日
本
遺
産
認

定
、
鳥
羽
に
と
っ
て
重
要
な「
九
鬼
嘉
隆
」や「
三
島
由
紀

夫
と
神
島
」の
書
籍
の
刊
行
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

鳥
羽
に
は
非
常
に
豊
か
な
歴
史
遺
産
が
あ
り
ま
す
。

以
前
、
勤
務
し
始
め
た
時
に
も「
鳥
羽
の
お
宝
再
発
見
！
」

と
い
う
コ
ラ
ム
を
連
載
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
新

た
に
分
か
っ
た
こ
と
、
課
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
鳥
羽
の
歴
史
的
な
魅
力
な
ど

に
つ
い
て
、
今
後
、
コ
ラ
ム
で
で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く

紹
介
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　これまで、鳥羽
大庄屋かどや（旧
広 野 邸 ）の 改 修、
伊良子清白の家の
移築、旧鳥羽小学校校舎の改修など、鳥羽
市にとって重要な建造物の保存に注力して
きました。かどやは曳家を行うなど大規模
な改修で苦労しました。

1 保存と活用

　鳥羽市の歴史
遺 産に関 係する
文化財や資料の
調査を市内外問
わず、随時行って
います。　　
　平成23～25年には初めて鳥羽城本丸
跡の発掘調査を実施し、大きな成果を得る
ことができました。

2 調査活動
　市内には、国・県・市の指定文化財が
72件あります。
　平成26年には「鳥羽志摩の海女漁の技
術」が国の重要無形民俗文化財に、令和４
年には菅島灯台が重要文化財に指定され
るよう指定にむけた調整・事務業務などを
行いました。 令和元年には「海女に出逢え
るまち鳥羽・志摩」
が日本 遺 産に認 定
されるよう、ストー
リーの考案・各機関
との調整を行い、認
定を得ることができ
ました。

3 文化財への指定

　鳥羽の文化財などを紹介する講演会を
開催したり、展覧会を鳥羽市歴史文化ガイ
ドセンターや市立図書館で開催してきまし
た。また、重要な人物「九鬼嘉隆」や「三島
由紀夫と神島」「鳥羽市の文化財」について
書籍にまとめ、刊行しました。
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文化財担当の
主な取り組み

　鳥羽の子どもたちに地元の歴史を知って
もらうため、市内小学生を対象に郷土学習

「とばっこ検定」を実施し、要望があれば、
学校への出前授業も行っています。

5 郷土教育の取り組み

知ら
れざ
る

鳥羽
の魅
力を

たっ
ぷり

お届
けし
ます
！

豊田祥三豊田祥三
鳥羽市文化財専門員鳥羽市文化財専門員

　
鳥
羽
市
の
豊
か
な
歴
史
遺
産
と
、
文
化

財
の
調
査
や
保
全
を
担
当
す
る
文
化
財

専
門
員
の
活
動
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
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